
�������の��の���������の�� 
An example of introductory courseware of “Flow Theory”  

in order to redesign learning environments with Flow Theory 
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   ＜あらまし＞  近年，Csikszentmihalyiが提唱した「フロー」に関する研究が盛んに行われ，教育

分野においても，研究の広がりをみせつつある．本稿では，フロー理論を活用して，学習意欲を向上

させるための学習環境の再設計を行うために，フロー理論についての知識が少ない学習者（教授者・

教材設計者等）に対して，フロー理論を学ぶ入門教材の実例を提案し，学習環境再設計のヒントに活

用できる知識を得ることを目指す．また，今後の課題等について議論を行う． 
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1. ���� 

ある対象に惹かれてその行為自体に集中し，時

間を忘れ，楽しさを感じ，行為に没入していくと，

フロー状態（最適経験）に至ると言われている 
(Csikszentmihalyi 1975)．近年，この「フロー」

に関する研究が盛んになり，教育分野においても，

体育教育 ( 川端・張本 1999) だけでなく，

e-Learning や語学学習等についての研究も行わ

れている(浅川・チクセントミハイ 2009) (石村ほ

か 2008) (Csikszentmihalyi 1990)． 
一方，TIMS2007 によると，勉強が楽しいと思

う割合は，前回調査と比べ，小学生では増加傾向

が見られ，特に理科で国際平均を上回ったが，中

学生は国際的に見て，数学・理科ともに依然とし

て低い(TIMSS 2007 Technical Report, 2008)．
つまり，学習意欲改善の必要性があり，フロー理

論による学習環境再設計の可能性があると考え

る． 
 

2. ���������の�� 

フロー理論を学習環境再設計に利用するため

の全体のフレームワークについては，マトリック

ス型のアプローチ法を筆者らが提案している．

(Kato and Suzuki 2010)．本稿では，その一構成

要素である，フロー理論自体を学ぶための入門教

材についての詳細を述べる．本教材はフロー理論

の入門教材として，学習者が自分自身の学習環

境・教授環境の改善に活かすためのフロー理論に

ついての基礎知識を身に付けることを目標とす

る．入門教材は大きく以下の４つのパートに分か

れる．定義と構成要素，個人的フロー経験の想起

と記述，フロー経験の実例集，個人的フロー経験

の振り返り，である．  

2.1. ������� 

Csikszentmihalyi の著書 (Csikszentmihalyi 

1975) やフロー理論の評価指標の研究(Jackson 

and Marsh 1996)等により，フロー経験について

の定義，フローを構成する要素について，初心者

にもわかりやすいような表現で情報を提示する． 

2.2. ��������の����� 

上記の定義と構成要素を理解した上で，学習者

自身が今まで体験したフロー経験に近い状態を

思い起こし，記述する．さらに，その経験につい

て，フローの深さの自己評定を行う．これは，自

分自身の体験を振り返りながら，フロー理論につ

いての理解を深めると共に，全体振り返りの際に

自分の指標に対するフィードバックを与えるた

めの活動である． 

2.3. �����の実例 
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Csikszentmihalyi の著書(Csikszentmihalyi 

1975) (Csikszentmihalyi 1990) 

(Csikszentmihalyi 1997) (M. Csikszentmihalyi 

and I. Csikszentmihalyi 1992) 等から，フロー

経験の実例を紹介する．できるだけ，インタビュ

ー等を介して“フロー”を体験した本人の直接の

文言を選び提示する．当初は，教育や学習に関係

する事例が少ないことが想定されるが，学習者自

身のフロー経験を学習者間で共有することで内

容の拡充をはかる仕組みを設ける (Kato and 

Suzuki 2010)． 

2.4.  

フロー理論についての理解を深めるために，２．

２で自分のフロー体験に関する記述の振り返り

を行い，評価の修正や，フロー経験の追加の記述

等を行う． 

 

3.  

2 章の設計方針に沿ってフロー理論入門につ

いてのサンプル教材を作成する．  

 

4.  

作成したサンプル教材に対して形成的評価を

実施し，教材のブラッシュアップをはかる．また，

想定する学習環境に対して，筆者らが提案中の

「フロー理論適合度チェックリスト」(Kato and 

Suzuki 2010) (加藤・ 鈴木 2010)により，この

教材を利用した学習環境がどの程度フロー理論

に適合しているかを検証する．  

 

5.  

教授者のフロー経験を学習者の学習環境の改

善・再設計にどう活かすかを実証することが課題

である．本教材は，フロー理論を活用するための

最低限の知識や理解を得ることを目標とし，教授

方略等のヒントの提示については ARCS モデル

(ケラー 2010) 等を活用し，フィールドテスト等

を通して教材の改善をはかることで，適用可能分

野や利用の可能性を検証していきたい． 

 

6.  

本研究では，フロー理論に基づく，学習環境の

再設計を行うための前提条件として，最低限のフ

ロー理論に関する知識・情報を提供する，フロー

理論入門教材の構成，サンプル教材，その課題と

可能性等についての検討を行った．今後，サンプ

ル教材の評価・検証を行い，実システムへの適用

を目指す． 
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